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企業を取り巻く環境の変化
企業を取り巻く環境は大きな変化を遂げており、脅威やリスクも日々高度
化・多様化しています。グローバル対応、クラウド化、RPA等による自動化、
ビックデータを活用したアナリティクス導入、AI導入等、SAP導入・更改プロ
ジェクトの難易度が上がってきている状況です。このような中、SAPシステム
導入・更改プロジェクトにおいては、ガバナンス強化を目的とした統制機能
の構築が求められており、アプリケーションシステムのインテグリティ環境を構
築することが不可欠となっています

アプリケーションインテグリティ環境とは
アプリケーションインテグリティ環境とは、国内外の法規制対応を踏まえ、シ
ステムセキュリティとシステム統制機能を統合的に構築することで、データに
対する改竄やエラーによる誤りを防いだうえで、システムのデータを信頼するこ
とができる環境のことです
この環境下では、財務データや機微情報等の重要なデータを保護し、企業
内外に正しい情報を継続的に提供することが可能になります

アプリケーションインテグリティ環境の実現で達成できること
・情報セキュリティ、ガバナンス、内部統制に関係する法令遵守
・不正・誤謬に対するリスクの軽減
・信頼性の高い経営管理データによる迅速な経営判断
・非効率な業務の改善

SAPセキュリティ & コントロールサービス
システム導入・更改を契機としたアプリケーションインテグリティ環境の実現
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上記のような環境の変更に対応すべく、アプリケーションインテグリティ環境の構築に向けて4つの領域でサービスを提供します

アプリケーションインテグリティ環境構築に向けた
サービス一覧

アプリケーションシステムのベーシス領域を対象に、コント
ロールの導入を支援します

職務分掌を考慮したアクセスコントロールの導入を支援しま
す

業務プロセスに係る内部統制を対象に、マニュアルコント
ロールやITコントロールの導入を支援します

１．業務処理統制構築支援サービス

３．アクセスコントロール構築支援サービス

２．IT全般統制構築支援サービス

リスクマネジメント

制度対応

業務アプリB

プロセスA プロセスB

経営の
効率化

データベース ネットワーク プラットフォーム

業務アプリA

4．内部監査サービス

新システムにおける内部監査を支援します

業務プロセス

アプリケーション
システム

IT基盤



トーマツが提供するサービス
システム導入・更改プロジェクトのフェーズである「PREPARE」「IMAGINE」「DELIVER」「RUN」それぞれに対して、デロイトの方法論を基に支援を行います

１．業務処理統制構築支援サービス
業務プロセスに係る内部統制を対象に、リスクアセス
メントを行い、業務の効率性・有効性に寄与する手
作業およびITによる内部統制の設計と導入を支援し
ます

PREPARE IMAGINE DELIVER RUN
リスクアセスメント

業務処理統制の設計／導入支援

文書化支援

４．内部監査サービス
内部監査部門の支援を行います。新システムを想定
した業務に対するリスク評価と内部監査の実施を支
援します

評価手続作成

ウォークスルーの実施

２．IT全般統制構築支援サービス
アプリケーションシステムのベーシス領域（オンプレミス・
クラウドアプリケーションの開発管理、リカバリー、ジョブ
スケジューリング、トラブル対応等の運用システム管理
）を対象に、業務の効率性・有効性に寄与する内
部統制の設計と導入を支援します

リスクアセスメント
IT全般統制の設計／導入支援

ウォークスルーの実施

３．アクセスコントロール構築支援サービス
クラウド・オンプレミスのITシステムのセキュリティ設計と
導入（ID管理、権限管理、パスワード管理等）を支
援します。
開発、品質保証、本番などITシステム環境下におけ
るセキュリティ設定、管理、運用を支援します

ツールによるチェック

権限、ID付与設計／導入支援

運用サポート

ウォークスルーの実施

文書化支援

リスクアセスメント

リスクアセスメント

トーマツの強み
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トーマツ合同会社ならびにそのグループ法人（有限責任監査法人トーマツ、デロイトトーマツリスクアドバイザリー合同会社、デ
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不作為についてのみ責任を負い、互いに他のファームまたは関係法人の作為および不作為について責任を負うものではありま
せん。DTTLはクライアントへのサービス提供を行いません。詳細は www.deloitte.com/jp/aboutをご覧ください。
デロイトアジアパシフィックリミテッドはDTTLのメンバーファームであり、保証有限責任会社です。デロイトアジアパシフィックリミ
テッドのメンバーおよびそれらの関係法人は、それぞれ法的に独立した別個の組織体であり、アジアパシフィックにおける100を
超える都市（オークランド、バンコク、北京、ベンガルール、ハノイ、香港、ジャカルタ、クアラルンプール、マニラ、メルボルン、ムン
バイ、ニューデリー、大阪、ソウル、上海、シンガポール、シドニー、台北、東京を含む）にてサービスを提供しています。
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（非公開）企業を含むクライアントに提供しています。デロイトは、資本市場に対する社会的な信頼を高め、クライアントの変
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